
〔　教育目標　〕

〇前期目標：可能性に向けて向上する子どもの育成

〇後期目標：未来で実践力を発揮できる子どもの育成

〔　めざす子ども像　〕

・ふるさと野迫川に夢や誇りをもつ子ども

・豊かな心を持ち、互いに尊重し合える子ども

・

〔　基本方針　〕

〇学年区分を前期（１年～６年）後期（７年～９年）の枠組として、９年間の統計的・継続的な教育を行う。

〇９年間の教育を通して、国際社会に適応できるコミュニケーション能力を育てる。

〇積極的にICT機器を活用するなど、きめ細やかな指導を通して、確かな学力を身につけさせる。

〇発達段階に応じた体力づくりや望ましい食生活の定着を図り、生涯にわたって運動に親しむ資質を育て

るとともに自らの健康を管理できる力を培う。

〇ふるさと教育に取り組み、郷土に対する誇りを育む。

〇子どもが自らの生き方を考えることができるよう、幅広い年代や他校との交流によって、豊かな人間性

と社会性を育む教育を行う。

〔　９年間で重点的に育む資質・能力　〕

〇確かな学力 ・ 身につけた力を活かす力

・ なかまと学ぶ喜びを感じ、交流し、高め合う力

・ 自らの考えや意見をまとめ、伝える力

〇豊かな人間性 ・ 自己の生き方を考え、主体的に判断し、行動できる力

〇たくましい心身 ・ 健康・安全について理解し、自ら生活に生かそうとする力

〇郷土愛の育成 ・ 誇りをもって、野迫川を発信することができる力

◇◇　野迫川小中学校経営方針　◇◇

ふるさとの自然や伝統を愛し、自ら学び心身ともに調和のとれた人間性豊かな子どもの育成

心身ともにたくましく、向上心をもって取り組む子ども

野迫川村は奈良県南西部に位置し、西は和歌山県伊都郡、東は五條市大塔町、南は十津川村、北は高野町

◇◇　校区の概要　◇◇

である一方、夏季は冷涼で大変過ごしやすい。

現在本村の産業は、林業・アマゴの養殖・わさび・松茸・椎茸栽培等であるが、昭和20年頃には林業は

もとより、凍り豆腐・経木・木製品等の産業も盛んで、立里鉱山とともに村の経済を支えていた。ところが

廃坑、林業不振、そして大水害によって村を離れる者が多くなり、当時4,000人近くあった人口も激減した。

と隣接している。行政上は奈良県に属しているが、高野町とは古くから交流が盛んで生活圏としては高野町

に依存している。本村の標高は平均７００メートルと高く、真言宗総本山として有名な高野山や高野龍神国

定公園の一部である伯母子岳をはじめとする山々に囲まれている。2004年に世界遺産登録された熊野参詣

道小辺路は本村をほぼ南北に通り、十津川村から熊野を結び、かつての生活や歴史を偲ばせる街道である。

　冬期は寒さが厳しく、氷点下15度以下になることもある。積雪も多いため寒さや雪との戦いが毎年の行事

平成22年の国勢調査によると、平成17年から5年間の人口減少率が29.7％で全国で1位となっている。

　令和３年２月現在、村の人口は354人である。平成23年9月の大水害の影響もあり、一層の過疎化の進行

が懸念されている。

　本校は、北股小学校と野川小学校が統合し、平成16年度より野迫川小学校として古くからの伝統を受け継

ぎながら新しく生まれ変わり、村に一つの小学校となった。野迫川村は8地区で構成されているが、現在は

令和3年度からは「義務教育学校　野迫川小中学校」となった。

そのうちの４地区に児童が在籍しており、ほとんどはバスで通学している。保護者や校区の人々は学校教育

に大変協力的で、学校活動に積極的に関わっていただき、子どもたちの成長を共に喜び、見守っていただい

ている。奉仕作業等、教育環境を整えるために労を惜しまず、学校・教育委員会・保護者・地域住民が一丸

となり教育を推進している。また平成２５年度より、唯一の中学校であった野迫川中学校が小学校舎に入る

施設一体型の小・中連携一貫教育が開始となり、平成27年度には、保育所を併設した小中一貫校舎が完成し



〔　令和6年度　在籍児童生徒数　〕

学年別 地区別

〔　週校時表　〕

◇◇　学校組織図　◇◇


